
１． 運営委員会(3/17）の開催結果報告

第２１回対話の場について

● 日 時：２０２５年５月１６日（金）１８：３０～
● 場 所：漁村センター
● 出席者：委員１３名、ファシリテーター６名、神恵内村役場、

資源エネルギー庁、北海道経済産業局、北海道庁、ＮＵＭＯ

＜今回の対話の場の内容＞

１．運営委員会の開催結果報告

２．文献調査報告書に関する道内での説明会開催結果について

３．次回の対話の場の進め方についてのご相談

４．テーブルワーク 

第２１
回

２． 文献調査報告書に関する道内での説明会開催結果について

文献調査報告書に関する北海道内での説明結果

➢ 第21回対話の場で「文献調査報告書に関する道内での説明会開催結果について」の

説明を行うことについて了承いただきました。

➢ 次回（第22回）の対話の場の内容（村長等との意見交換）や進め方（公開の是非）

をファシリテーターからご提案し、委員の皆さまのご意見を伺うことについて了承

いただきました。

➢ 対話の場の委員の任期につきまして、委員の皆さまに継続意向の確認を行うことで

了承いただきました。

➢ 昨年11月22日に、NUMOから神恵内村、寿都町、北海道に対して文献調査報告書

を提出し、その後は、4月18日までの間、最終処分法に基づいた報告書の縦覧等を

行うとともに、下表の説明会を開催しました。

➢ 説明会は道内25会場で開催し、1,517名の方にご参加いただきました。会場で

いただいたご質問やご意見は、計2,114枚となりました。

➢ このほか3月16日（日）には、札幌市にて口頭質疑※を行う「質疑の場」を開催。

113名の方が参加し、34名の方からご質問等がありました。※道内25会場の説明会は「質問書」
に記入し提出いただく形式でした

表中の＊は説明
会の開催をご要
望頂いた自治体



説明会で出された質問の一例の紹介

Q ．珊内川中流の岩脈が第四紀火山の中心であった場合は、概要調査をその時
点で中止するのか。とりあえず最後まで調査するのか？

A ．【火山については概要調査の早い段階で調査することを考えていますが、具体的な計
画は概要調査に進むことが許可されてからお示しします。】

Q ．大陸棚を調査対象としているが、神恵内村では地層処分の場所が海底にな
る可能性があるという事か？

A ．【沿岸海底下への地層処分については国の研究会においてその技術的可能性 
があることが示されているため、調査範囲に含めています。】

４． テーブルワークでの意見や質問 ★多くの意見や質問から一部を紹介！

当日の資料などについては、神恵内交流センターにおいても配布しております。より詳しい内容にご関心のある方は、

神恵内交流センターまでお気軽にお問合せください。 電話番号：０１３５－６７－７７１１（代表）

配付資料や映像は、
ＮＵＭＯホームページでご覧いただけます。

■3/17の運営委員会を受けて、ファシリテーターから委員の皆様に以下のとおり提案し、

テーブルワークの中でご意見を伺いました。

＜次回の対話の場の進め方について＞

・村議の皆さんに、これまでの対話の場での議論
をどう受け止めたのかを聞きたい。

・村長、村議を呼んで意見交換すると賛否の話に
なってしまうから、呼ぶことはやめた方が良い。

・対話の場の公開非公開は、やり方も含めてもう
少し検討が必要。

・全員が賛同すれば公開でも構わない。

・公開は原則反対。SNS等が心配。

・ぜひ知事にも来てほしい。今まで村民が学んで
きたことを伝えたい。

＜説明会の報告に関するご意見等＞

・NUMOの神恵内交流センターが撤退するよう
な記事が出ているが、撤退するのか？

・文献調査・概要調査は一体的に行うべき。わか
らなかった部分を白黒つけないと意味がない。

・ここまで対話の場を行ってきたのに、知事の
一声で調査が終わってしまったら虚しさが残る。

・意見募集に対する道意見について、その趣旨を
道に説明してほしい。

３． 次回の対話の場の進め方についてのご相談

• 2021年4月15日から対話の場を開催し、今回で21回目になりました。

• これまで皆さんから出していただいた、地層処分や地域振興に関するご意見の付箋

は累計で1,000枚を超えています。

• 文献調査も終盤。次回の対話の場を、対話の場のこれまでの歩みや、皆さんの意見

を村長や議員の方々に共有する場にするのはどうでしょう？

※ご意見を踏まえて次回の進め方等について検討します。




